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（別紙）

竹島の領有権に係る国際司法裁判所への単独提訴・有効な対策を求める意見書

本年８月１５日、日本政府の事前の抗議・中止の働きかけにもかかわらず、韓国の

国会議員が、我が国の領土である竹島に上陸した。

これまでにも、平成２４年８月の李明博韓国大統領（当時）の竹島上陸以降、政府

・国会関係者が上陸した。

日本政府は、その都度、強く抗議をしたところであるが、このまま放置すれば韓国

側の不法上陸が今後も繰り返されるものと危惧している。

また、日本政府は、韓国政府に対してこれまで３回にわたり国際司法裁判所への付

託を提案してきたが、韓国政府は拒否している。

こうした状況において、竹島問題に関する我が国の主張の正当性を国際社会へ強く

訴えるべく、日本政府においては、竹島領有権について国際司法裁判所への単独提訴

など有効な対策を講ずることを強く求めるものである。

以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出する。
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